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市
会
臓

じ
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馳

あ
業
榊

　

農
榊

号
漸
１

糊
崎

１
１
ー

　

２

　

６

第
輸
難機じ鋤縮綴

　　　　　

〇

　　　　　

っム

　　　　　

［Ｊ

　　　　　

２Ｕ

　　　　　

イ月丁

　　　　　

ＯＪ

　　　　　

ＯＪ

　　　　　

７ｆ

　　　　　

＝^Ｖ
馳駆

ｏ

瀦滋曜
閲
槌
胆

調
霊

　

、

　　　　

．
・

　

ニ

　　

　

　
　

　　

　

　

　　
　

　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

　
　

÷： 声デ

　　　　　　

ー

【西淡グリーンノート

　

活動紹介】
平成１０年に西淡町生活改善「西淡グリーンノート」を結成。農業経営のリーダーとして、生産技術の習得、パソコン簿記記帳、家族経営協定
を推進してし、ます。現在会員数は１７名。
平成２３年より、鞭水性・通気性に優れた快適な農作業着を作る企画をスタートさせ、企業と連携し商品化を目指しています。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
せ

南
あ
わ
じ
市
農
業
委
員
会

会
長

船
本

　

泰
生

　

ー

　　　　　　　　　　

・一軍

　　

－

　　　　　　　　　　　

、

　　　

　

　

　　　

　　
　
　

．
二‐ー

　

ず

　　　　　　　

ー

　

．．・

ン

　　

・裳

－

　

′

　　　

“

新
年
あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
六
年
の
年
頭
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
素
は
、
農
業
委
員
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
耕

作
放
棄
地
、
鳥
獣
被
害
、
担
い
手
不
足
な
ど
益
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
の
農
地
は
、
三
毛
作
可
能
な
優
良

農
地
が
多
く
、

特
産
品
で
あ
る
レ
タ
ス
・
玉
葱
・

キ
ャ
ベ
ツ
・
白
菜
な
ど
が
産
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

高
齢
化
や
労
力
不
足
な
ど
で
生
産
量
は
年
々
減
少

傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
農
業
委
員
会
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
理
念

で
あ
る

「
か
け
が
え
の
な
い
農
地
と
担
い
手
を
守
り
、

力
強
い
農
業
を
つ
く
る
か
け
橋
」
に
従
い
、
県
・
市
・

農
協
・
関
係
諸
機
関
と
共
に
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
南
あ

わ
じ
農
業
が
今
後
も
、
維
持
、
発
展
し
、
次
の
世

代
へ
受
け
継
が
れ
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
重
ね
て
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



　　　　　　　　　　　　　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
る

　

農
地
の
利
用
状
況
調
査

　

‐

労
力
不
足
、
農
業
以
外
の
仕
事

　　　　　　　　　　　　　

が
多
忙
、

鳥
獣
被
害
等
様
々
で

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
七

　　

す
が
、
今
後
の
農
地
の
管
理
に

～
八
月
に
か
け
て
市
内
農
地
の

　

＝

　

つ
い
て
は
、

耕
作
の
再
開
や
定

利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
て
い
‐

期
的
な
除
草
、
耕
起
に
よ
る
保

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
農
地
の

　　

全
管
理
等
、
遊
休
農
地
解
消
に

利
用
状
況
と
耕
作
放
棄
地
の
実

　

＝

　

向
け
た
様
々
な
意
見
を
い
た
だ

態
を
把
握
し
、

今
後
の
農
地
の

　　

き
ま
し
た
。

有
効
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的

・

　

ま
た
、
新
た
に
農
地
バ
ン
ク
に
、

と
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　

ド

　

ニ
九
九
筆
、

約
一
四
ヘ
ク
タ
ー

調辞誠に囚桝坂隷味怖れ城
ー
登
録

．

。

　　
　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　

　

ム
長

（
農
地

　　　　　　　　　

離
遇

　

鳥

バ

ン

ク
）

へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

生

１４

の
登
載
の
案

　

‐‐

内
を
行
い
ま

し
た
。

遊休農地を今後どうするか

遊
休
農
地
の
所
有
者
の
方
（
一
、
一

六
二
七
名
）
を
対
象
に
意
向
調

　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

‐

　　　

ヌ零ー奮窟謡藁豆満
ー託す目１‐す訪豆止む血液；羽ヨ也妄誕‐愛国ーＭ１１

査
を
実
施
し
、
五
〇
一
名
（
約
‐

三
二
％
）

か
ら
回
答
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

耕
作
し
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、

　

一
度
、

農
地
が
荒
れ
る
と
、

元
の
農
地
に
戻
る
こ
と
は
大
変

　

”

困
難
で
す
。
ま
た
、
荒
れ
た
農

地
に
は
雑
草
な
ど
の
繁
茂
に
よ

る
火
災
や
環
境
破
壊
、
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
や
鳥
獣
害
、
病
虫
害

を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
地

’‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　　　

，

　　　　　　　　　　　　

．

　　

‐・－

　

－

　

．－

　

－‐

ｅ．

　　　　

・

　　

・・

　　　

・．－－・

　

＝

　

……

　　　　　　

‐‐

　　　

・

　

′

　　　　

・

　　　　　　　　　　　

．－，

　

遊休地が発生すると

　

環境悪化ーこつながります

　

て 地 代 い の

　　　　　　　　　　　　

い 域 へ ま 多

　

Ｅ軸鑓塾彊闘叢１

　　　　　

圏圏趨

　　　

き の 残 す 面 り

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

農
地
は
、
安
全
な
食
料
の
安

　
　
　
　

い
ま
す
。
大
切
な
資
源
を
次
世

代
へ
残
し
て
い
く
う
え
で
も
、

地
域
の
農
地
を
み
ん
な
で
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

　　　

　
　　　　　　

‐＝

　

と

　　

し

　　　　　　

　
　
　
　

　
　
　　

　
　
　

　　　

き
達
葦
４
麹
縄

　　　　　　

目
分
で
耕
作
で
き
な
い
な
ど

「
農
地
を
貸
す
と
、
返
し
て

　

一

農
地
の
利
用
で
お
悩
み
の
方
は
、

　　

＝

　

．

　　　　

・・

　　　　　

．‐

　　　

ご

　

も
ら
え
な
く
な
る
」

と
の
話
を

＝

　

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
は
、
農
業
活
動
で
収
入

　

を
得
る
た
め
の
生
活
の
基
盤
で

　

－

－

　

あ
る
こ
と
、

ま
た
、

安
定
し
た

　　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　　

　

し
か
し
、

「
利
用
権
設
定
」

　　　　　

　

貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

－－一

　　　　　　　　　　

・

　　　　　　

ｒｒ

　　　　　　　

．

　　　　

・

　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

ま
た
、
貸
し
借
り
の
契
約
締

結
行
為
は
、
市
が
農
業
者
の
意

向
を
取
り

ま
と
め
た

　

「
農
地
利
－

．
用
集
積
計
－

一
画
」
を
作

早
め
に
地
元
の
農
業
委
員
や
農

…

　

業
委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

委
員
会
で
は
、

農
地

‐
バ
ン
ク
（
貸
し
た
い
農
地
の
台
帳
・

‐
借
り
た
い
農
家
の
一
覧
）
を
作

成
し
、
農
地
の
貸
し
借
り
の
中

‐
継
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
農
業
に
参
入

し
た
い
方
も
一
度
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
全国
璽
新
選
覇

　　
　
　

　
　
　
　

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
者
の

公
的
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委

員
会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週

刊
の
農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報

満
載
。
ぜ
ひ
購
読
を
！

　

購
読
料

　　

１
ヶ
月
６
０
０
円

　　　　

（
送
料
、

税
込
み
）

　

お
申
し
込
み
は
地
元
農
業
委

員
も
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
。

調

　

査

　

結

　

果

管理する

　

２９％

農
地
は
地
域
の

　　

大
切
な
財
産
で
す



⑳
⑫
⑱
◎

お
知
ら
せ

新
し
い
農
業
委
員
の

耕
作
放
棄
地
解
消
作
業耕作放棄地解消作業の様子

　

七
月
二
三
日
、－
南
あ
わ
じ
市

　

＝

農
業
委
員
会
で
は
、
近
年
市
内

　

＝

で
も
増
加
傾
向
に
あ
る
耕
作
放

　

”

棄
地
を
何
と
か
し
よ
う
と
、

「
耕

　

一

作
放
棄
地
解
消
作
業
」
と
し
て

　

一

雑
草
な
ど
が
生
い
茂
っ
て
い
る

　

－

農
地
の
草
刈
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
－

　

約
一
七
ア
ー
ル
の
耕
作
放
棄

地
は
、

雑
草
だ
け
で
は
な
く
ゴ

　

ー

ミ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

約

　

＝

二
時
間
の
作
業
に
よ
り
解
消
さ

　

‐

れ
ま
し
た
。

現
在
は
、

借
り
手

　

－

も
決
ま
り
、
優
良
農
地
と
し
て

　

＝

耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
息
の
長
い
取
り
組
み

　

＝

が
必
要
で
あ
り
、
今
回
の
取
り

‐

組
み
を
参
考
に
、
耕
作
放
棄
地

　

＝

の
解
消
に
向
け
た
様
々
な
取
り

‐

組
み
を
行
う
予
定
で
す
。

　

農
地
の
売
買
や
貸
借
な
ど
の

　

一

　　

自
分
の
所
有
す
る
農
地
に
農

　

－

－
噛綱禰禰淋勲で膿喋援鎖姿÷
鎌朋萌搬隣塘嘆け廓溺総則、…

＝
農
地以
外
のも
の
にす
る
場合
は、一
給
い
卿
綱
粘
彪
蝶
輔
隼
卿
蹄
嗣
－

ｈ

　

県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

“
農地法第３条関係（権利移動）
一
縮岬二ｒ即納鮒
賊銅噌唖脇融
－

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
「
所
有

　

一

＝

　

権
移
転
Ｌ

　

全
霊
貝
・
贈
与
・
交
換
）

＝

　

す
る
場
合
に
必
要
な
申
請
で
す
。
＝

　

相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
の

　

＝

＝

　

場
合
、
農
業
委
員
会
の
許
可
は

　

＝

＝

　

不
要
で
す
が
、
農
業
委
員
会
へ

　

…

＝

　

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

＝

　

農
地
法
第
４
条
、

　　

第
５
条
関
係
（
農
地
の
転
用
）

－

　

と
な
り
、

二
〇
〇
話
以
上
の
と

－

　

き
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要

－

　

と
な
り
ま
す
。

＝

　

条
の
規
定
に
よ
る
） （
農
地
法
第
４

　

平
成
二
四
年
一

　

二
月
か
ら
平

＝

　

成
二
五
年
一
一
月
に
締
結
（
公
告
）

＝

　

さ
れ
た
市
内
の
賃
貸
借
水
準

　

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に

　

＝

　

（
一
○
ア
ー
ル
あ
た
り
）

＝

　

す
る

（
住
宅
、

駐
車
場
、

倉
庫
、
＝

　

※
田
の
み

一

　

太
陽
光
発
電
設
備
等

こ
と
を

困
辰

　

＝

　　

頁

　　

牌

ー

　

地
転
用
」
と
い
い
、
許
可
が
必

　

＝

　

僻

　

８

＝

　

要
で
す
。

許
可
を
受
け
な
い
で

　

“

　　

最

…
転
現
し
た
り、
許
可
そ
受
け
杖
－

　

額

　

納

　

札

…
合蹴・
滋一輪鮎増一勝ちｒｏブ
－

　

筋

　

岬

　

謎

　　

農
地
の
転
用
や
形
状
変
更
を

　

－

　　

額

　　

伽

…
行
う
場
合
は
、
事
前
に
地
元
の

－

　

鞠

　

蜘

＝

　

農
業
委
員
ま
た
は
、

農
業
委
員

　

＝

　　　　　　　　　

み

＝

　

会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

‐

　

分

　　

作

　　

の

＝

だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　

＝

　　

区酬 平均額 最高額 最低額

表裏作 ９，４００円 ２２，６８８円 ９８７円

表イ乍のみ 該当無し

裏作のみ ７，６００円 「３，０００円 伽
（
Ｕ
ｎ
Ｕ
つ
Ｕ

ふ
く
お
か

　　　　　

お
さ
む

福
岡

　　

治

農
業
委
員
と
し
て
、

地
域
・
農
業
発
展
の

為
に
、

努
力
し
て
い

き
ま
す
。

担当地区

　

神道・庄田・安住寺担当地区 広田上
広田南・堂丸団地

お
さ
め

　　　　

と
し
か
ず

納

　　

敏
和

　　

．

　　　　　　　　

藤
田

　　　　　　　　　

不
広

　　　　　　　

・
緑

　　　　　　　　　

場
住

　　　　　　　　

市
県

農
業
委
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
っ
て
地
域

農
業
発
展
の
為
に
努

力
い
た
し
ま
す
。

農
地
に
関
す
る

手
続
き
に
つ
い
て

農
業
用
施
設
の

　　
　
　
　
　
　
　　

　　　　

．▲－▲

　

ーー

　　　　　　

■

　　

＝＝

登
録
申
請
書
の
提
出
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
に
基
づ
い
て
、
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

が
作
ら
れ
ま
す
。

＊
市
役
所
へ
の
提
出
期
限
が

　

一
月
一

　

〇
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。

＊
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た

は
、
各
総
合
窓
口
セ
ン

　
　
　
　
　
　　
　

出
し
て
く

　

１。

だ
さ
い
。

　

ー
議
案
麟
導″
斗
＆

　　　

　
　　
　
　
　

申
請
書
等
審
議
日
程

毎
月
次
の
日
程
に
よ
り

申
請
書
等
の
受
付
、
審
議
、

許
可
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
に
つ
い
て
の
ご
相

談
は
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

○
申
請
書
等
受
付
締
切

毎
月
五
日

　

（
閉
庁
日
の
場
合

　

は
前
日
）

○
総
会
毎
月
二
〇
日
頃



しっかり積み立て、がっちりサボ．ト

　　

謬趣脚
龍猿。安心で豊かな老後を

　　

鱒舞 罰 品 昭

　

農 業 春 年・金 １’
鰯

☆ あな塩の老後生活への備えは十分ですか？
☆ 年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
☆ 老後の備えは国民年金認ラス農業者年金が基本です。
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；「農業者年金の特徴「マ
☆ 農業に従事されている方は誰でも加入できます。

　　　

６０歳未満の国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く。）であって年間６０日以

　　

上農業に従事している方は誰でも加入できます。配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入

　　

できます

☆ 少子高齢時代に強い年金です。年金資産は安全性を重視して運用しています。

　　　

自ら積み立てた保険料とその運用益（付利）により将来受け取る年金額が決まる「積立方式（確定

　　

拠出型）」の年金です。少子高齢化が進んでも制度の安定性は損なわれません。

　　　

自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料を自由に決められ（月
☆保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます

響 響 薩

　　

額２万～６万７千円の間で千円単位）、経営の状況や老後設計に応じて

　　

いつでも見直せます。

☆ 終身年金で８０歳までの保証付きです。

　　　

農業者老齢年金は、原則６５歳から生涯受け取ることができます。仮に８０歳になるまでに亡くなら

　　

れた場合でも、８０歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金の額の現在価値に相当する額を、

　　

ご遺族に死亡一時金として支給します。

☆ 税制面で大きな優遇措置があＬＩまけ。
支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税が節税になります。
（支払った保険料の１５％～３０％程度が節税）

☆ 認定農業者など一定の要件を溝だす方には、保険料の国庫補助があ‘１ます。

　　　

認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など

　　

一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額最高１万円、通算すると最大で２１６万円）があ

　　

ります。

　　　

この国庫補助額に見合う年金は、農地等の経営継承をすれば原則６５歳から特例付加年金として受

　　

給できます。農地等の経営継承の時期についての年齢制限はなく、本人の体力などに応じて受給の

　　

時期を決められます。

　

詳細な農業者年金の内容やご相談につし、ては、最寄りの
あわじ島農協、南あわじ市農業委員会、または農業者年金
基金にお問い合わせ下さい。

あわじ島農業協同組合

　

ｔｅ－：４２一５２００

　

１農業者年鑑割 医国

農業委員会事務局
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